
 

令和７年・２０２５年スタート 
 

学校長 岩下 清彦 
 
新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上

げます。昨年中は、本校の教育活動に深いご理解と温か
いご支援をいただきありがとうございました。本年もど
うぞよろしくお願い申し上げます。 
令和７年、2025年が始まりました。新しい年を迎え、

子供たちは今年の目標やめあてを決めて、心新たにスタ
ートを切ったことと思います。今年も子供たちのさらな
る成長のために、ご家庭と手を携えて教育活動を進めて
いきたいと考えています。昨年末には、多くの皆様のご
尽力のお陰で校舎増築工事がほぼ終了し、ようやく３階
の新教室の使用を始めることができました。新教室に入
った中学部１～３年生にとっては、より気持ちを新たに
スタートする３学期になることと思います。新教室使用
開始に向けての机・椅子の搬入作業には、多くの保護者
の皆様のご協力をいただき、安全に短時間で終えること
ができました。改めて感謝申し上げます。 
さて、今年は「巳年（みどし）」「乙巳（きのと

み）」の年で、再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展
していく年、これまでの努力や準備が実を結び始める年
と言われています。また、巳年は、新しいものが生ま
れ、成長していく年、転換の年、物事が大きく進展する
年とも言われています。今年は子供たちの新しい可能性
が開ける年、発展や飛躍する年となることを願っていま
す。 
この３学期には、書き初め、餅つき大会、百人一首大

会などの日本の風物詩、伝統を感じられる行事をはじ
め、現地校との交流やドイツにある本校ならではの様々
な活動を計画しています。また、年度末を迎え、卒業、
修了に向けて一年のまとめをする大切な時期でもありま
す。各学年とも、その学年で身に付けさせたい学習内容
を確実に身に付けて自信をもって進学、進級させたいと
考えています。卒業学年である小学部６年生と中学部３
年生にとっては、これまでの学びを振り返り、気持ちを
切り替えて新しいステージでスタートを切るための準備
をする時期です。「行く１月・逃げる２月・去る３月」
と言われるように、３学期は瞬く間に過ぎていきます。
修了式、卒業式までの日々はわずかです。この一年間を
振り返り、成果と課題を次の学年での成長につなげてい
くことができるよう、今の学年で過ごす残り少ない日々
を大切に指導にあたりたいと考えています。 
先月実施した保護者アンケートには、お忙しい中、ご

協力いただきありがとうございました。いただいたご意
見を今後のよりよい教育活動につなげ、本校ならでは
の、より質の高い教育活動を展開していきたいと考えて
います。 
今年も子供たちが充実した学校生活が送ることができ

ますよう、教職員一丸となって取り組んでまいります。
保護者の皆様には、変わらぬご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。 
 

 

 

 

１月 睦月（むつき）；JANUAR 
７日（火）３学期始業式 

８日（水）身体測定（～１０日） 

１０日（金）後期委員会 

１３日（月）部活動 

１４日（火）幼稚部入園説明会 

１５日（水）児童生徒朝会 

１６日（木）小：もちつき大会 

部活動 

 ２０日（月）小学部学校説明会 

部活動 

２１日（火）書き初め展（～２４日） 

２２日（水）避難訓練 

２３日（木）部活動 

 ２４日（金）小：なわとび大会 

 ２７日（月）中学部学校説明会 

       部活動 

２８日（火）中１・２：外国語暗唱大会 

 ２９日（水）全校朝会     

       職員会議 

３０日（木）部活動 

 ３１日（金）三者懇談会 

中：ハイネ校プレゼン交流 

 

 ２月 如月（きさらぎ）；FEBRUAR 
  ３日（月）部活動 

  ５日（水）児童生徒朝会 

  ６日（木）小：縦割り活動 部活動  

  ７日（金）後期委員会 

 １０日（月）小１:現地校交流（受） 

中２：職場体験ＭＡＺＤＡ 

部活動 

 １７日（月）中：学年末テスト（～１９日） 

１９日（水）小５～中：職業講話会 

２０日（木）全校朝会 部活動 

 ２１日（金）小：６年生を送る会 

       増築完成記念式典 

 ２４日（月）中：百人一首大会 部活動 

       小１～小４ミニコンサート（～２８日）  

 ２６日（水）職員会議 

２７日（木）中２：職場体験ＪＡＬ 部活動 

２８日（金）小６：感謝の会 

予定は変更になることがあります 
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